
歳入

自主財源
39.7％

依存財源
60.3％

町税
２０億４,５７５万円

繰入金
３,４２６万円

諸収入
１億４,９４７万円

分担金・負担金
５,８０６万円

使用料・手数料
１億３４１万円

繰越金
５,９５５万円財産収入・寄付金

１,８１５万円

地方交付税
１８億６４万円

国庫支出金・
県支出金
１１億８７１万円

地方債
４億４,１７０万円

その他
２,９８０万円地方消費税交付金

３億２,７５３万円

地方譲与税
４,９６３万円維持補修費・その他

３,０２０万円

歳出
(性質別）

義務的
経費
43.3％

投資的
経費
7.4％

その他
経費
49.3％

人件費
１０億６３４万円

公債費
５億７,２９８万円

扶助費
１０億１,９５４万円

繰出金
１１億６,９９３万円

普通建設事業費・災害復旧事業費
４億４,４３５万円

補助費等
８億４,４１１万円

物件費
８億５,１８４万円

積立金
５,８８８万円

商工費
３,８０５万円

民生費
２１億３,９１９万円

総務費
１３億１,４９２万円

土木費
７億４,８６４万円

公債費
５億７,２９８万円

農林水産業費
２億４２９万円

歳出
(目的別）

教育費
４億５,１９８万円

衛生費
３億４,８５５万円

消防費
６,４８０万円

議会費
１億１,４６８万円 その他（災害復旧費）

10万円

※1　一般会計の赤字の程度から財政運営の状況を示す指標
※2　すべての会計の赤字の程度から財政運営の状況を示す比率
※3　借入金の返済額などから資金繰りの程度を示す比率
※4　すべての会計における将来の財政負担の程度を示す比率
※5　公営企業の経営状況を示す比率

健全化判断比率・資金不足比率
早期健全化基準は全てクリア

特別会計
国民健康保険特別会計は赤字決算に

地方債
町の借金は約131億9,020万円

基金
町の貯金は約５億6,168万円

　地方債は単年度に多額の資金を必要とする社会資本の
整備のために、現世代と将来世代の負担の公平化を目的と
した長期借入金です。町の地方債残高は平成28年3月末で
131億9,020万円（前年度比△2億2,436万円）です。私たち一
人当たりの借金額は約80万7,400円となります。今後借入を
行わなかった場合、平成57年度に借金の返済が完了します。

　町の貯金にあたる「基金」の合計額は5億6,168万円です。 
　私たち一人当たりの貯金に換算すると約3万4,000円の
貯金額となります。

　特定の事業を行うために一般会計と分けて設置されてい
る特別会計では、国民健康保険特別会計が赤字決算となっ
ています。   

注）資金不足比率は、資金不足額がないため「－（該当なし）」を記載しています。

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－（該当なし）」を記載しています。 
【資金不足比率】※5

【健全化判断比率】

水道事業（公営企業会計）

（単位：％)

（単位：％）
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27
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署・ご
み
処
理
等
負
担
金
）

地
域
創
生
推
進
事
業

プ
レ
ミ
ア
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事
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事
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事
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２
８
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６
９
２
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９
２
７
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２
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２
８
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９
８
６
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６
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１
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２
９
３
０
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１
０
０
３
万
円

１
４
５
万
円

３
８
４
７
万
円

３
９
５
６
万
円

　歳入財源のうち約1/3がみなさんからの税金（町税）に
より賄われており、町が自主的に収入できる財源は全体の
39.7%となっています。これに対して、地方交付税や国庫
支出金・県支出金などの依存財源が60.3%と歳入の半分
以上を占めており、依存度が高いことがわかります。
　平成27年度は、地方交付税や地方消費税交付金が増加
しましたが繰入金を大幅に減少したことにより前年度から
1億9,740万円減少しています。

一般会計歳入
62億2,666万円

　平成27年度は、繰出金、普通建設事業費の減少により前年度
から2億4,635万円減少しています。
　歳入から歳出を差し引いた額のうち、次年度に繰り越された
事業に必要な財源2,166万円を差し引いた2億683万円が実
質収支額（黒字）となります。この実質収支額は一部を基金（貯
金）に積立て、残金は翌年度の歳入財源として繰越されます。

一般会計歳出
59億9,817万円

24億3,977万円 24億6,227万円 △2,250万円国民健康保険特別会計
17億5,884万円 16億6,080万円 9,804万円介護保険特別会計
1億8,251万円 1億8,196万円 55万円後期高齢者医療特別会計
12億7,621万円 12億7,549万円 72万円公共下水道特別会計

1,052万円 940万円 112万円浄化槽施設整備事業特別会計

歳　入 歳　出 差し引き会計名

2億6,679万円 2億1,533万円 5,146万円収益的収支
1億5,734万円 3億8,690万円 △2億2,956万円資本的収支

収　入 支　出 差し引き区　分

－ － 15.0 116.3長洲町
(15.0) (20.0) (25.0) (350.0)早期健全化基準
(20.0) (30.0) (35.0)財政再生基準

実質赤字
比率※1

連結実質赤
字比率※2

実質公債費
比率※3

将来負担
比率※4区　分

－ － －長洲町
（20.0）※公営企業会計ごと経営健全化基準

水道事業会計 公共下水道
特別会計

浄化槽施設整備
事業特別会計区　分

４億４,６１６万円財政調整基金

５,３７０万円減債基金

１１０万円社会福祉振興基金

３,１８０万円環境整備協力費基金

８０７万円ふるさと・水と土保全基金

２００万円収入印紙等購入基金

１,８８５万円国民健康保険財政調整基金

５億６,１６８万円合　計

金　　　額名　　　称

57億1,571万円 △5,995万円一般会計

61億4,866万円 △2億7,172万円公共下水道特別会計

3,090万円 △231万円浄化槽施設整備事業特別会計

12億9,493万円 1億962万円水道事業会計

131億9020万円 △2億2,436万円合　計

H27年度末残高 前年度比会計名
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国民健康保険

介護保険

後期高齢者
医療

公共下水道
事業

浄化槽施設
整備事業

水道事業

〇1人当たりが納める保険税額
〇1人当たりの医療費
※被保険者数

〇1人当たりが納める保険料
※被保険者数
〇介護認定者 1人当たりの介護費
※認定数

〇1人当たりが納める保険料
〇1人当たりの医療費
※被保険者数

〇下水道 1㎡当たりの使用料
〇汚水処理 1㎡当たりの費用

〇浄化槽 1㎡当たりの使用料
〇汚水処理 1㎡当たりの費用

〇水 1㎥当たりの使用料
〇水 1㎥当たりの浄水費用

89,742円
417,629円
4,388人

62,995円
5,185人

1,666,407円
908人

41,835円
1,079,045円

2,585人

189円
387円

185円
282円

129円
119円

2,097円

3,646円

38万1,161円

給　与

うち基本給
（町税などの自主
財源）

うち諸手当
（国・県補助金、
 地方交付税など）

銀行からの借入れ
（地方債）

貯金の取崩し
（繰入金）

前月の繰越し
（繰越金）

合　計

6万1,603円

6万2,411円

3万5,074円

5万2,145円

1,848円

5万1,672円

7万1,617円

2万7,201円

3,604円

36万7,175円

家電製品の購入
（普通建設事業費）

貯金（積立金）

合　計

食費（人件費）

教育費・医療費
（扶助費）
ローン返済
（公債費）

光熱水費（物件費）

家の修繕費
（維持補修費）
区費やサークル会費
（補助費等）
家族への仕送り
（繰出金）

34万8,380円

14万5,374円

20万3,006円

2万7,038円

歳　入 歳　出

議会費 総務費 民生費

町議会の運営に
7,020円

町全般の管理や
企画調整に
8万0,492円

福祉の増進のために
13万0,949円

清掃、予防衛生に
2万1,336円

農林水産業の振興に
1万2,505円

商工業の振興に
2,329円

道路などの整備に
4万5,828円

消防・防災に
3,967円

学校教育の充実に
2万7,668円

借入金の返済に
3万5,074円 6円

衛生費 農林水産業費

商工費 土木費

使い道は？

消防費

教育費 公債費 その他の支出

区　分

町 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

た ば こ 税

合　計

７億４,２９６万円

１１億４,３４５万円

４,２４１万円

１億１,６９４万円

２０億４,５７５万円

歳　入

〈私たちが納めた税金〉

私たち一人当たりに使われたお金は次のとおりです。一人当たり約36万7,100円の歳出

予算額
２億４,８５１万円

７３１万円

１万円

２億５,５８３万円

平成28年度 予算執行状況 私たちが納めた税金とその使い道

私たちが納めた税金は次のとおりです。

私たち一人当たりが納める
保険料や水道使用料などは？

　平成27年度の一般会計決算額（歳入62億2,666万円、
歳出59億9,817万円）を人口（16,336人/H28年3月現在）
で割ると、次のようになります。  

予算現額
２０億３,０５２万円

４,８７９万円

２２６万円

９７９万円

１,１３４万円

３億１,４９３万円

４９１万円

６０２万円

１７億２,４２８万円

１１４万円

６,４２３万円

１億３８５万円

６億９,４８２万円

４億９,７６６万円

１,３０７万円

１,８４７万円

３,０５２万円

８,６８４万円

２億５,５９１万円

５億３,４８０万円

６４億５,４１５万円

収入済額
１１億５６３万円

１,３６５万円

４８万円

６４万円

０万円

１億６,７３９万円

２１４万円

５６８万円

１１億８,７６０万円

５５万円

２,６３１万円

４,８８４万円

２億４,６０３万円

４,５８４万円

５８１万円

９３５万円

０万円

８,６８４万円

３,６７１万円

０万円

２９億８,９４８万円

　  区 　　分
町税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

地方債

      合　　　計

収入率
54.5%

28.0%

21.3%

6.6%

－

53.2%

43.6%

94.4%

68.9%

47.8%

41.0%

47.0%

35.4%

9.2%

44.4%

50.6%

0.0%

100.0%

14.3%

－

46.3%

予算現額
１億７４７万円

１２億７,３４９万円

２１億９,１７５万円

３億５,８９１万円

２億６,８３５万円

４,０７３万円

７億６,２４５万円

１億６８６万円

７億４,２８１万円

１０万円

５億７,９４８万円

２,１７５万円

６４億５,４１５万円

執行済額
６,２０９万円

９億４,３０７万円

１４億８,８１５万円

２億１,６７４万円

１億７,８９１万円

３,１２３万円

５億１１６万円

４,９３５万円

３億５,５６８万円

５万円

２億９,２６４万円

－

４１億１,９０７万円

      区　　分
議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

     合　　　計

執行率
57.8%

74.1%

67.9%

60.4%

66.7%

76.7%

65.7%

46.2%

47.9%

49.7%

50.5%

－

63.8%

一般会計
問総務課　財務係　（☎78-3178）

※9月30日現在

水道事業会計（公営企業会計）

歳　　　入 歳　　　出

収入済額
１億１,７７１万円

１７万円

０万円

１億１,７８８万円

区 　　分
営業収益

営業外収益

特別利益

合　　計

収入率
47.4%

2.3%

0.0%

46.1%

執行済額
３,９１６万円

１,０８７万円

０万円

２５万円

５,０２９万円

区 　　分
営業費用

営業外費用

特別損失

予 備 費

合　　計

執行率
20.6%

23.7%

0.0%

8.5%

19.8%

収　益　的　収　支

収
　
　入

支
　
　出

予算額
１万円

２６０万円

２６１万円

予算額
４,０３７万円

４,６２６万円

３００万円

８,９６３万円

収入済額
0万円

0万円

0万円

区 　　分
企業債　　

工事負担金

合　　計

収入率
0.0%

0.0%

0.0%

執行済額
１,０８８万円

２,３０２万円

０万円

３,３９０万円

執行率
26.9%

49.8%

0.0%

37.8%

資　本　的　収　支

収
　
　入

支
　
　出

予算額
１億９,０１７万円

４,５９６万円

１,４５０万円

３００万円

２億５,３６３万円

区 　　分
建設改良費

企業債償還金

予 備 費

合　　計

特別会計

予算現額
２５億９,１３８万円

１７億５,５５５万円

１億８,９２６万円

１５億５,７８８万円

１,６６２万円

収入済額
９億７,２０７万円

８億９,８６６万円

５,４７０万円

４億３,４７８万円

５９０万円

　　会 計 名
国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道特別会計

浄化槽施設整備事業特別会計

収入率
37.5%

51.2%

28.9%

27.9%

35.5%

予算現額
２５億９,１３８万円

１７億５,５５５万円

１億８,９２６万円

１５億５,７８８万円

１,６６２万円

執行済額
１３億２,９２７万円

７億６,３９４万円

３,９８８万円

８億９,１３５万円

８２２万円

執行率
51.3%

43.5%

21.1%

57.2%

49.5%

歳　　　入区　分 歳　　　出
町の財政を家計に例えると？
毎月の給与34万円、貯金は3,604円
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